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1. 西欧中世の衣服をチ ョ■―サーのカンタベ リー物語

を手がか りとし て研 究をはじ めてから，範 囲を拡げて，

中世衣服全般につい てその特色をつかむことに努力し て

来たが，今回は中世の衣服 が現代の服飾デザインに， ど

の程度に影響を与えているかを調 べてみることにし た。

2.   1955年から1961 年迄のフランス版 のヴォ ―グに記

載され た服飾デ ザイ ンの中で，中世の衣服の影 響が全 体

に，或 は部分 にあ らわれていると考えられるものをぬき

出して，そ のもとの形 と思 われるものと比較し 分類 整理

す る事 にした。

3. 他 の時代に比 べて，中世の ものは現代の服飾に非

常 に大きい影響 を与えてい るとはいえない。又 時代に よ

って波 がある。し かし中世初期 のロ ―ウエ スト，後期の

ノヽ イウェ ストは現代で も用いられ，胸部を美し く強調す

ること， その為の紐 締め， フレ ヤースカ ート， タイ トな

袖， ボーダーの装飾 等は現 代にも通じ ていて，全体 のシ

ルエ ットもよく似 てい る。首飾 りそ の他 の宝飾品を多 く

用い る事や，工夫を こらした結髪等は現代 と共通点 があ

る。 特にイヴニングドレ スやネ グリジ ェ等の非活動的 な

部 門に於て非常に多 く中世 衣服 の影響 が見 られた。


